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A－2．機器・コンピュータ・データ解析（RCT）

281　　RIコンピユータ断層（RCT）のタリウム

心筋シンチへの応用

　　津田隆志、吉崎哲世（新潟大、一内）

　　浜　斎、三谷　亨（木戸病院）

282　　　・HEADTOME・のポジトロン測定における補IF

要素の実験的検討。

　　菅野　巖、三浦修一、三浦佑子、1．i村和夫、相沢

　　康夫、蜂谷武憲、庄司安明（秋田脳研、放）

　RCTをタリウム心筋シンチに応用し、プアントム

実験も含めて臨床的有効性を検討したo

　方法は回転台方式であるoINFORMATEKsimi　s　5（52

KW）を用いてデータ処理を行つた01回の収集時間は

9度毎50秒、1回転に要する時間は20分であるo

RCTの5次元方向の再構成は、7一リエ変換および

Filtered　Back　Projection法を用いたc

　タリウムは4mCi使用し、　transaxial，sagittal，

frontal　sectionの画像を作成したo

　従来のタリウム心筋シンチと比べ、（1）心尖部の

判定（2）前壁の虚血範囲の判定（5）心基部の判定に

有効であつた○

　向、プアントムを用いて、欠損像の識別、壁厚の影

響、深さの影響等を検討したo

　ポジトロンCTで測定される同時計数線和には真の同

時計数成分の他に偶発同時計数や散乱線同時計数があ

り、さらに真の同時計数もその検出器対固有の計数効

率と吸収減衰の影響を含んでおり検出器対を結ぶ線上

に存在するポジトロントレーサ量を1Eしく測定するに

はこれらの要素を正しく補正しなけれはならない。こ

こではHEADTOME装置における以上の誤差要因を定量的

に評価するための実験的検討を行なった。偶発同時計

数は個々の検出器の単独計数率と同時計数時間窓から

計算する方法とTC－99㎡’実測する方法を比較した。散

乱線同時計数は水中および空中のh・tな線線源、あるい

は均等フニル中のc・1dなファントムを用いて、一次元

投影像での散乱線同時計数の分布状態、二次元再構成

像での同様の分布状態を調べ、線源の分布と散乱線同

時計数の分布の関係を求めた。各検出器対の計数効率

は以⊥の偶発同時計数と散乱線同時計数を除いた一次

元投影像を基に補正計数を作成した。吸収減衰の補正

法としては外部線減を用いる方法の他にいくつかの実

用化可能な方法を検討した。

283　　　’HEADTOME’のNal検出器のポジトロン

消滅線に対する諸特性。

　　三浦修一、菅野　巖、上村和夫、三浦佑子、相沢

　　康夫、蜂谷武憲、庄司安明（秋田脳研、放）

　Nal検出器をポジトロンCT装置に用いる場合、高エ

ネルギを有するポジトロン消滅線（511KeV）に対

する検出能が大きな問題となる。今回我々はNal検出

器のポジトロン消滅線に対する定量的な実験を試み、

1）エネルギウィンドと計数効率および分解能との関係、

2）ポジトロン消滅線の入射角とNal検出器の実効検出

位置との関係、5）分解能向上を目的としてクリスタル

前面に設置するビームマスクの功罪、4）クリスタル間

セブタの効果等について解析した。実験は2個の検出

器を対向間隔40Cmの位置に配置し、その中央に置い
た水槽の中でポジトロン線源（a2　Na、　eSGa）を対向軸

と垂直方向にスキャンし、点線源応答関数および線線

源応答関数を測定した。検出器と対向軸とのなす角は
0°から3（）°Aで変化させ、ポジトロン消滅線の入射角と

の関係を調べた。また、エネルギウィンドはL。wer

L。▼e1を100　Kevから550Kevまで変化させた。以

上の実験より、Nal検出器をポジトロンCT装置に用い

る場合の問題点を検討した。

284　　　・HEADTOME　tのゆすり運動について。

　　三浦佑子、菅野　巖、三浦修・・一、上村和夫（秋田

　　脳研、放）

　ハイプリット型エミッションCT　HEADTOMEによるポ

シトロン測定は既にGa　68による実験及び臨床測定を

開始している。ポジトロンCTは陽電子消滅時に180°方

向に放射する陽電子消滅線を対向する検出器対で同時

に検出する。HEADTOMEは64個の検出器が直径42（imのリ

ング上に配列されており、リング静止時の直線サノブ

リングは20mである。分解能向上のため、リング回転

運動や、ゆすり運動等のスキャン運動を行ってより細

かい直線サンプリングを得た。クリスタル間隔の1／2

回転運動により直線サンプリングは10㎜になるが、そ

れ以上細かい回転運動は直線サンプリング向上には寄

与せず更にゆすり運動を併用した。HEADTOMEのゆすり

運動直径はクリスタル間隔の1／2f2倍である。ゆすり

運動のサンプリングポイント数の変化に伴い5～5㎜

の直線サンプリングを得るが、その分解能への影響を

調べた。現在、サンブリングポイント10点で分解能は

10㎜である。しかし、ゆすり運動はサンプリングテー

タの均一性に問題があり、その補正及び最適なゆすり

運動直径やサンプリングポイント数について検討した

ので報告する。
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